
会
議
所
日
誌

(
昭
和
馴
年
松
月
1

昭
和
歌
年
1
月
)

口
月

1
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

2
日
▽
年
末
器
誘
会
に
出
席

(
円
城
寺
・
松
島
係
員
)

3
日
▽
卸
部
会
正
副
部
会
長
会
議

開
催

5
日
▽
計
算
尺
検
定
試
験
実
施

6
日
▽
交
通
運
輸
部
会
正
副
部
会

長
会
議
開
催
▽
記
帳
継
続
指

導
実
施
(
9
日
ま
で
)

7
日
▽
運
営
研
究
会
全
体
会
議
に

出
席
(
小
谷
専
務
理
事
)
▽

お
ん
祭
役
員
会
に
出
席
(
木

戸
次
長
)
▽
当
所
婦
人
会
例

会
開
催

8
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
卸

部
会
正
副
部
会
長
会
議
開
催

▽
金
融
審
査
会
実
郎
▽
当
所

婦
人
会
竹
柏
句
会
開
催

玲
日
▽
奈
良
観
光
土
産
品
連
絡
協

議
会
幹
事
会
に
出
席
(
木
戸

次
長
)
▽
故
火
森
会
頭
畢

委
員
会
開
催

巧
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

M
日
▽
総
務
委
員
会
開
催

Ⅱ
日
▽
法
律
相
淡
器

幼
U
 
ワ
荏
部
会
誠
員
会
及
び
小

林
・
長
岡
両
氏
叙
勲
祝
賀
会 .

冒
"
:
、
■
■
.
■
●
:
●
■
●
■
●
●
●
:
●
●
●
.
●
■
●
:
●
.
■
:
●
●
●
.
●
●
●
.

開
催

器
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催

1
月

5
日
▽
昭
和
噐
年
新
年
賀
会
開
催

7
日
ワ
経
営
者
協
会
新
年
賀
会
に

出
席
(
小
谷
専
務
理
事
)

W
日
▽
記
帳
継
続
指
導
実
施
(
B

日
ま
で
)

辺
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
当

所
婦
人
会
竹
柏
句
会
開
催

玲
日
▽
商
小
部
会
正
副
部
会
長
会

議
及
び
事
業
委
員
会
開
催
▽

観
光
士
産
品
公
正
取
引
協
議

会
監
事
会
に
出
席
(
西
村
係

員
)

H
日
▽
お
伊
勢
さ
ん
初
詣
実
施

玲
日
▽
交
通
運
輸
部
会
開
催
▽
観

光
士
産
品
公
正
取
引
協
議
会

常
任
委
員
会
に
出
席
(
西
村

係
員
)
▽
当
所
婦
人
会
新
年

会
開
催
▽
餅
飯
殿
商
店
街
総

会
に
出
席
(
貴
多
本
局
長
)

円
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
卸

団
地
建
設
推
進
会
新
年
例
会

開
催
▽
市
観
光
協
会
理
事
会

及
懇
親
会
に
出
席
金
貝
多
本

局
長
)

⑳
日
▽
確
定
印
告
事
務
打
合
せ
会

に
出
席
▽
西
大
寺
S
・
C
新

年
会
に
出
席
(
木
戸
次
長
)

幻
日
ワ
第
呪
回
張
員
会
開
催
ワ

経
営
者
議
開
催
(
講
師
・

中
嶋
康
貴
氏
)

ー
ー

)統安職良(
)
同
(
年上

.
●
.
■

.
●
●
.
●
■
.
■
●
●
.
●
●
'
.
●
■
:
●
●
:
■
●
●
一
■
局
.
●
.
■
●
.
■
、
:
■
:
●
:
●
.
●
■
:
●
.
■
●
.
■
:
:
■
.
●
.
'
:
■
■
:
:
:
●
■
.
●
●
:
●
゛
.

37

男計

50

印
刷
所

8011

登
W
夾
鵬
路

先
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

当
所
創
立
三
十
周
年
譽
式
典
が
今

月
二
十
三
日
(
水
)
と
目
前
に
迫
っ
て

来
ま
し
た
▼
式
典
骨
子
に
次
い
で
、

細
部
案
に
つ
い
て
も
先
月
二
十
一
日

開
催
の
常
議
員
会
に
お
い
て
充
分
煮

つ
め
ら
れ
、
後
は
式
典
を
待
つ
ぱ
か

り
と
な
り
ま
し
た
▼
し
か
し
、
如
何

せ
ん
大
事
業
の
こ
と
、
会
員
諸
氏
の

協
力
が
な
く
て
は
成
功
は
到
底
望
め

ま
せ
ん
。
と
の
意
味
か
ら
も
是
非
皆

さ
ま
の
御
支
援
、
御
協
力
が
必
要
な

わ
け
で
す
▼
奈
良
商
工
会
議
所
の
歴

史
に
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
べ

く
、
来
る
二
十
三
日
に
は
と
ぞ
っ
て

御
参
加
く
だ
き
い
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
致
し
ま
す
。

月

数

2

野
 
7

数

月

足

イ

充

寓一.

紹

乗

良

91

r
-
E

5

奈

個
人
事
業
主
の
た
め
の

確
定
申
告
無
料
相
談

所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
、
当
所
中
小
企
業

相
談
所
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
個
人

事
業
主
の
方
の
た
め
の
確
定
申
告
の
無
料
相
淡
を
実
施
し

ま
す
。こ

の
無
料
相
談
は
、
当
所
記
帳
指
導
員
・
経
営
指
晋
<

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者

＼
＼
、

月
月

亀

言
一

(

号

谷
武
芳

」
妹
奈
良
明
新
社

五
十
円

部

と
き

0

、
ト
ー
ー
ー

二
月
二
十
三
日
(
水
)

午
後
一
時
1
五
時

県
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

内
容一

部
記
念
式
(
優
良
従
業

員
表
彰
他
)

二
部
会
員
大
会

三
部
黒
特
別
講
演

講
師
岡
村
和
夫
氏

(
N
H
K
解
説
委
員
)

会
員
各
位
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

に
ょ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
例
年
数
百
件
の
相
談

件
数
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
申
告
期
限
前
に
な
る
と

混
雑
し
ま
す
の
で
で
き
る
だ

け
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
御
協

力
お
願
い
致
し
ま
す
。

次

-
ー
,

目

ノ
,
J
 
1
 
,

件
6
4
5

1
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ー
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奈良会議所ニュース昭和52年2月100 (毎月1回10口発行)第101号(昭和48年7月2日第三種郵便物認可)
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362

0.45

150

606

69

288

1,788

530

2,002
1431
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■●

第101号(第三種郵便物認可)

16日から

3月15日まで

創立30周午記念事業式典概要きまる ・・・・・・・・ 2

中小企業転換対策臨時措置法施行令等について・・・-3
信用調査機関からみた企業経営 4

経営実務セ1ナー ・・・・・・・ 6

観光旅行はどう変る・・・' ・・・・・・・・・・フ

E1旦力3子ブJ1卜li1七a)1:P/」、ノ」、ラiユJ鴬一・・・・・ー・・・・・ー・・・・・ーーーー・・・ 8
税の話題 9

対前月比対前年同月比
上昇率

奈良会議所ニュース

総<

6 -0.2

月問有効求職者数

有効求人倍率
介件

第9回竹柏句会入選作一
事業所訪問・
求職者情報
肖 良.
会議所日誌
主要経済指標

●闇

倒産状況4周(帝国興信所)
(内整理を合む負債1,000万以上)
'~＼＼摘要

Ⅱ月

昭和52午 2月10日(毎月1回10日発行)

12月

前年同月

-1-

※51年年間件数77件、_負債額187億
900万円いずれも記録更新

乗客数(12月)

金額
億
1,500万円'

23

・'ー、-12,000万円

・・・・・・・・・・・ 9

・・・・10

・・・・・・・ 11

' 11

12

12

Ij炉更"
奈良市消費者物価指数 a2月)

摘要

月別

10

1.鯵劃_

-12-

＼1

※51年1月
~51年12門

11

乗客

461,588
__1_乗

奈良交通名所めぐり

428,387

奈良一法隆1 諄一西ノ京_奈良公園

Ⅱ0

5,536,110

11,652 1
2,267 1

客 1

(人)

食料住居光熱被服

3,416

0.591(国鉄奈良駅・奈良交通)

職業紹介状況 a2月)
(学卒、パートを除く)

ーーー~'~＼区分
項目'、~ーー___

108.11

フ.2

客
5,021

新規求人者数

(昭和50年=10の

106.2

109.フ^

825

月間有効求人数

49,946

新規求職者数

110.9

109.9

雑費

110.2

110.8

115.0

(総理府統計局)

110.5

372

1,483
176

82

116.フ



創
立
三
十
周
年
記
念
事
業

式
典
概
要
き
ま
る

真
近
に
迫
っ
た
当
所
創
立
三
十
周

年
事
業
の
式
典
内
容
等
を
壽
す
る

第
-
0
二
回
常
議
員
会
が
一
月
二
十

一
日
上
田
会
頭
、
近
東
副
会
頭
は
じ

め
二
十
名
の
出
席
に
ょ
り
開
催
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
謬

え
た
。
(
当
日
の
議
事
内
容
は
次
の

通
り
)

(
報
告
事
項
)

樹
議
員
一
部
異
動
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
異

動
が
あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

▽
脚
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店
支
店

長

(
協
議
事
項
)

W
議
員
の
欠
員
補
充
に
つ
い
て

本
件
は
前
常
議
員
の
藤
井
睦
雄
氏

の
転
任
に
伴
う
も
の
で
、
欠
員
補
充

に
つ
い
て
は
、
同
氏
の
所
属
部
会
で

あ
る
建
設
部
会
K
一
任
す
る
と
と
で

了
承
さ
れ
た
。

②
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て

・
第
W
回
常
議
員
会
・

新
大
豆
雄
旧
西
原
喜
儀

(
昭
和
乳
年
松
月
1
日
付
)

▽
働
淺
沼
組
奈
良
営
業
所
所
長

新
木
村
作
次
旧
藤
井
睦
雄

(
昭
和
乳
年
松
月
3
日
付
)

▽
鵠
大
和
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

新
長
尾
俊
郎
旧
伊
墜
資

(
昭
和
聡
年
1
月
Ⅱ
日
付
)

ワ
谷
井
興
業
佛

新
谷
井
博
(
専
務
取
締
役
)

旧
谷
井
秀
雄
(
常
務
取
締
役
)

(
昭
和
能
年
1
月
玲
日
付
)

木
件
に
つ
い
て
は
、
来
る
二
月
二

十
三
日
(
水
)
、
県
文
化
会
館
大
ホ

】
ル
に
羚
い
て
次
の
と
船
り
実
施
さ

れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
〔
別
表
参
照
)

そ
の
他
樂
良
商
工
会
議
所
給
与

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
等
慎
重

審
議
さ
れ
午
後
三
時
t
ぎ
閉
会
し

た
。

一

意
g

千
人

ヨ
旦
目

中
小
企
業
転
換
対
策

臨
時
措
置
法
施
行
令
等
に
つ

第
七
八
国
会
に
船
い
て
成
立
し
、

咋
年
十
一
月
十
五
日
に
公
布
さ
れ
ま

し
た
中
小
企
釜
護
換
対
策
臨
時

謹
法
に
関
し
、
次
の
二
つ
の
政
令

を
制
定
す
る
と
と
と
致
し
ま
す
。

中
小
傘
璽
系
対
策
臨
時

山
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令
同
法
の
施
行
期
日
を
昭
和
五
十

一
年
十
二
月
十
五
日
と
定
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

②
中
小
企
業
転
換
対
策
臨
時
措
置

法
施
行
令
法
律
に
太
い
て
委
任
さ

れ
て
い
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
と
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

①
同
法
の
対
象
と
な
る
中
小
企

業
者
の
定
養
の
例
外
を
定
め
る

と
と
も
に
、
同
法
の
適
用
対
象

と
な
る
組
合
の
要
件
を
定
め
る

と
と
0

②
中
小
<
業
者
の
事
業
転
換
の

要
因
と
な
る
経
済
的
壽
の
著

し
い
変
化
に
ょ
っ
て
生
ず
る
事

熊
を
定
め
る
と
と
。

③
中
小
企
業
者
の
事
業
転
換
に

関
す
る
計
画
倫
定
の
基
準
等

を
定
め
る
と
と
。

④
中
小
企
倦
用
保
険
法
に
ょ

記

C

第

念

告
議
報
審

出
況
題
言
唱
会

選
概
問
宣
三

長
括
出
会
才

議
総
提
大
万
閉

の
う

も
よ

の
し

な
ま、

ん

し
み
使

=
こ

1

、
、
コ
一

式

憩

部

奈

四
鉱
業

る
転
換
関
連
保
証
の
特
例
K
つ

い
て
保
険
料
率
を
定
め
る
と

と
。

⑤
現
物
出
資
を
行
う
中
小
企
業

者
の
課
税
の
特
例
の
対
象
と
な

る
出
資
資
産
を
定
め
る
の
五
点

で
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
事
業
転
換
対
策
臨
時

措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

内
閣
は
、
中
少
企
業
事
業
転
換

億
円

会
員
大
会

休

て

会

(
中
小
企
業
老
の
定
巽
)

第
一
条
中
小
企
業
事
業
転
換
対

策
臨
時
措
置
法
(
以
下
「
法
」
と

い
う
J
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
器
並
び
に
そ

の
業
種
ビ
と
の
資
本
の
額
、
又
は

出
資
の
総
額
及
び
従
業
員
の
数

は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
第
二
条
第
六
号
の
政
令
で
定

め
る
要
件
は
、
事
業
協
同
組
合
及

び
事
業
棚
同
小
組
合
で
あ
っ
て
、

そ
の
組
合
員
の
相
当
部
分
が
法
第

三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
と
と
と
す
る
。

(
二
条
省
略
い
た
し
ま
t
J

(
事
業
の
転
換
に
関
す
る
計
画

の
認
定
等
)

第

部

2

電

散

別
講
演

記
念
特

1双

3 2

0
1

第
3
部

六
百
人

対
策
臨
時
措
置

法
(
昭
和
五
十

一
年
法
律
第
八

十
四
号
)
第
二

条
第
三
号
及
び

第
六
号
、
第
三

条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
三

号
、
第
四
項
並

び
に
第
五
項
、

第
五
条
第
三
項

並
び
に
第
七
条

第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
と

の
政
令
を
制
定

す
る
。

第
三
条
法
第
三
条
第
一
項
の
計

画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
事
業
転
換
の
内
容

ニ
、
事
業
の
転
換
の
実
施
時
期

三
、
事
業
の
転
換
に
伴
う
設
備
の

詮
又
は
廃
棄
若
し
く
は
謬

に
関
t
る
事
項

四
、
事
業
の
転
換
に
伴
う
労
務
に

関
t
る
事
項

五
、
事
業
の
転
換
を
行
う
の
に
必

要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
裂

力
法

以
上
頁
数
に
ょ
っ
て
一
部
省
略
致

し
ま
t
が
、
く
わ
し
く
は
中
小
企
業

庁
計
画
部
計
画
課
に
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

陶
磁
器
製
デ
ィ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
、
テ
ィ
ー
プ
レ
ー
ト
、
ブ

レ
ッ
ド
ア
ン
ド
バ
タ
ー
プ
レ
ー
ト
、
ス
ー
プ
プ
レ
ー
ト
、

フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
サ
ー
、
プ
一
フ
タ
ー
、
ベ
ー
カ
ー
、
グ
レ
ー

ビ
ー
ボ
ー
ト
、
キ
ヤ
セ
ロ
】
ル
、
シ
ユ
ガ
ー
ポ
ー
ル
、
ク

リ
ー
マ
ー
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
一
ブ
イ
ー
ソ
ー
サ
ー
若
し
く

は
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
又
は
タ
イ
ル
の
製
造
業

業

二

ゴ
ム
製
品
製
業
(
自
動
車
又
は
航
空
機
用
タ
イ
ヤ
及
び

チ
ュ
ー
ブ
製
業
並
び
に
工
業
用
べ
ル
ト
製
墾
を
除
く
)

三
織
物
の
機
械
染
色
整
理
業

種

イ

五
伸
銅
品
製
造
業

^
本
^
^
又
^
従
業
員
数

一

五
百
人

九
百
人

九
百
人

一

第101号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース

カ(株)

昭和52年2月10日(毎月1回10日発行)

億
円

イ」・1,
円

第101号(第三種郵便物認可)

良支店

い

<現代のプロメテウス>

近電工はあすを具現します
1栓気・計奘・空胡・土木

近識電気工事株夫合社

奈良会議所ニュース

創立30周年記念式典次第

12:00
13:00

取締役社長 1岳1

開場受付開始
開 会

本繁

開会
君か代斉唱
物故者慰霊黙祷
会頭式辞
故大森会頭の顕彰
会議所議員表彰
(感謝状贈呈)

職員表彰
優良従業員表彰
(知事、市長、会頭、各表彰)

従業員代表謝辞
来賓祝辞
(日商、知事、市長)

来賓紹介

昭和52年2月10日(毎月1回10日発行)

(_

/h

電

17:00

講師紹介 NHK解説委員
岡村和夫先生

演題「流動tる政局」

創立30周卸記念式典

23日・県文化会館

是非御参加を.ノ

関西

電気

大切

佐



一
=
二
冨
.
一
二
胃
二
=
冒
】
一
一
=
冨
冨
一
一
二
一
一
二
巴
二
=
=
二
冒
ニ
ニ
.
二
一
一
.
ニ
=
冨
ユ
ー
.
一
=
ニ
ニ
冒
ニ
ニ
ニ
冨
一
.
ニ
=
三
』
一
三
一
一
、
一
冒
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冒
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.
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.
一
●
二
=
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甲
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ニ
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巴
一
一
二
=
=
冒
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一
'
=
ニ
=
琴
二
二
里
1
-
.
二
冨

信
用
調
査
機
関
か
ら
み
た

企
業
経
営

一
一
一
.
岬
二
=
ー
-
:
三
:
一
一
三
=
一
三
一
一
:
三
二
ー
:
一
.
一
:
三
:
=
=
三
一
ニ
ニ
=
二
冒
=
ニ
=
冒
τ
二
:
,
一
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一
.
一
.
一
.
一
.
一
一
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一
一
二
一
.
一
里
一
.
一
一
二
一
ニ
ニ
ニ
一
一
一
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昌
=
ニ
ー
:
三
一
.
-
1
三
』
一
一
.
一
』
一
二
●
一
=
三
.
一
一
:
二
冒
冒
三
ミ
』
一
一
.
一
一
=
ー
-
:
一
岬
一
一
一
一
.
一
.
一
=
=
.
』
一
:
一
一
.
一
、

景
気
の
中
だ
る
み
現
象
が
産
業
界

に
広
が
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
勢

面
で
の
悪
さ
を
反
映
、
業
種
別
の
皷

行
性
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
金

融
緩
和
と
積
極
財
政
で
景
気
政
策
は

急
。
ヒ
ッ
チ
の
展
開
を
み
せ
て
い
る
も

の
の
、
こ
の
景
気
刺
激
策
の
前
進
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
消
費
の
低
迷

と
企
業
の
設
備
投
資
鎮
静
か
ら
最
終

需
要
が
全
体
と
し
て
盛
り
上
が
り
に

乏
し
く
、
マ
ク
ロ
不
況
の
長
期
化
か

ら
息
切
れ
す
る
企
業
が
ふ
ぇ
て
い

る
。
企
業
倒
産
は
と
と
し
夏
ビ
ろ
一

服
す
る
か
に
み
え
た
が
、
景
気
の
足

踏
み
か
ら
と
の
と
こ
ろ
増
勢
を
強
め

て
い
る
。
十
月
に
は
千
四
百
八
十
九

件
と
史
上
二
番
目
、
と
と
し
最
高
を

巽
し
た
。
因
み
に
、
と
と
し
一
月

か
ら
十
月
ま
で
の
累
計
は
一
万
二
千

三
百
五
十
八
件
(
前
年
同
期
九
千
七

百
九
十
六
件
)
で
前
年
同
期
比
二
六

・
ニ
%
と
大
幅
に
増
え
て
太
り
、
年

妹
東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ

末
に
か
け
て
更
に
多
発
t
る
の
で
年

間
の
件
数
は
一
万
五
千
件
台
(
前
年

一
万
二
千
六
百
六
件
)
の
記
録
更
新

す
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
倒
産

の
高
水
準
は
そ
の
ま
ま
越
年
、
来
年

f
ろ
に
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
と
み
ら

れ
る
。設

備
投
資
に
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ

業
種
の
バ
ル
ブ
業
界
が
あ
る
が
、
石

油
シ
.
ツ
ク
後
、
バ
ル
ブ
需
要
の
大

ど
と
ろ
で
あ
る
石
油
化
学
業
界
の
設

備
投
資
の
後
退
、
造
船
業
界
の
大
型

タ
ン
カ
ー
建
造
の
大
幅
減
、
ビ
ル
建

設
の
低
迷
な
ど
の
あ
お
り
を
受
け

て
、
青
銅
バ
ル
プ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

東
洋
バ
ル
ブ
(
本
社
東
京
、
資

、
本
金
二
十
四
億
円
、
岡
野
或
男
社

長
)
が
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京
地

裁
に
会
社
更
生
法
の
適
用
を
印
請
、

負
債
総
額
八
百
八
十
二
億
円
で
、
昨

年
八
月
の
興
人
倒
産
(
負
債
籍
千

五
百
億
円
)
に
次
ぐ
大
型
倒
産
で
、

"

て
、
主
力
銀
行
を
も
た
な
い
企
業
が

と
こ
に
き
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
逆

説
的
に
い
え
ば
、
有
力
会
社
の
間
に

も
高
度
成
長
期
に
ふ
や
し
続
け
て
き

た
取
引
将
数
を
減
速
経
需
代
に

対
応
し
て
取
引
を
や
め
、
主
力
銀
行

を
も
つ
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と

、
あ
れ
、
大
型
倒
産
の
事
例
を
通
じ

て
、
銀
行
と
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
を
洗
い
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

最
近
の
倒
産
原
因
を
み
る
と
、
放

漫
経
営
一
三
・
七
%
に
対
し
、
不
況

型
倒
産
は
五
0
 
・
四
%
と
目
立
っ
て

い
る
。
倒
産
の
原
因
は
厳
密
に
は
き

ま
ざ
ま
な
要
因
が
相
互
に
関
裂
し
合

つ
て
お
り
、
必
ず
し
も
単
一
の
原
因

に
ょ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
直

接
の
原
因
は
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢

を
端
的
に
現
わ
し
た
も
の
で
、
そ
の

意
味
で
不
況
型
倒
産
の
増
加
は
長
引

く
不
況
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

非
上
場
会
社
と
し
て
は
異
例
の
額
で

あ
る
。
倒
産
原
因
と
し
て
は
、
設
備

投
資
過
大
、
受
注
減
小
く
放
漫
経

営
、
経
営
者
の
ワ
ン
マ
ン
体
制
、
同

族
会
社
の
経
営
体
質
の
欠
陥
、
紛
飾

決
算
な
ど
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、

破
局
に
至
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て

は
主
力
銀
行
が
な
か
っ
た
と
と
で
あ

る
。t

な
わ
ち
、
企
業
の
「
銀
行
離

れ
」
は
低
成
長
経
済
下
で
は
む
ず
か

し
い
と
い
う
と
と
で
、
今
ま
で
の
大

型
倒
産
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
主
力

銀
行
を
も
た
な
か
っ
た
と
と
が
倒
産

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
と
を
如
実
に

現
わ
し
て
い
る
。
と
く
に
低
成
長
に

な
る
と
銀
行
の
融
資
先
に
対
す
る
考

え
方
も
、
財
務
内
容
の
悪
い
要
注
意

<
=
社
を
ス
ケ
ー
プ
、
ゴ
ー
ト
視
t
る

の
が
広
ま
っ
た
。

と
の
た
め
、
最
近
は
危
い
会
社
の

チ
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し

少

仕奉
三

暮

期
は
景
気
中
だ
る
み
が
も
ろ
に
か
ぶ

つ
て
く
る
②
け
ん
引
車
だ
っ
だ
輸
出

も
規
制
問
題
な
ど
か
げ
り
が
で
て
い

る
③
消
費
の
回
復
が
予
想
以
上
に
遅

れ
て
い
る
④
諾
投
資
の
減
額
、
さ

ら
に
外
部
要
因
と
し
て
は
、
不
透
明

な
米
国
景
気
、
産
業
界
を
と
り
ま
く

好
材
料
が
少
な
い
な
ど
か
ら
傘
の

健
全
性
、
安
定
性
を
保
ち
倒
産
を
回

(

万戸

(

避
t
る
に
は
、
企
業
が
身
軽
に
な
る

方
向
で
の
体
質
の
改
善
以
外
に
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
事
業
は
好
況
の

間
は
多
く
の
欠
陥
議
さ
れ
た
ま
ま

順
調
に
動
く
。
だ
が
い
っ
た
ん
歯
車

が
狂
い
出
す
と
あ
っ
け
な
い
。
従
っ

て
倒
産
事
例
を
他
山
の
石
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

子
人

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
自
然

死
」
 
t
る
企
業
が
増
え
て
い
る
と
と

だ
。
三
年
続
き
の
不
況
を
水
面
下
の

赤
字
経
営
で
、
な
ん
と
か
持
ち
と
た

え
て
い
た
企
業
が
、
と
こ
へ
き
て

「
息
切
れ
」
し
て
倒
産
し
て
い
る
。

景
気
の
足
踏
み
が
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
る
わ
け
で
、
あ
る
意
味
で
は
企

業
間
の
「
自
然
淘
汰
」
が
進
ん
で
い

る
と
も
い
え
そ
う
だ
。

今
後
の
問
題
点
を
み
る
と
、
山
下

璋
正

本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を
受

け
て
経
営
改
善
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
お
考
え
の

方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、
商
工
会
議
所
会

頭
の
推
薦
で
国
民
金
融
公
庫
よ
り
無
担
保
・
無
保
証
人
で

太
貸
し
す
る
も
の
で
す
。

安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障

会
員
事
業
所
共
済
制
度

◎
貸
付
対
象
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、
製
造
業
そ
の
他

で
は
五
人
以
下
の
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

◎
資
金
使
途
希
§
・
運
転
業

.

.

◎
貸
付
限
度
額
二
0
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
は
一
五

0
万
円
以
内
)

(
(
(

,
安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障
が
得

ら
れ
る
,
と
会
員
事
業
所
で
評
判
の

共
済
制
度
を
ビ
紹
介
し
ま
す
。

〔
制
度
の
内
容
〕

①
多
数
の
方
が
ま
と
ま
っ
て
加
入

t
る
こ
と
に
ょ
り
、
「
規
模
の
利

益
」
が
得
ら
れ
安
い
掛
金
で
幅
広

い
高
額
の
保
障
が
約
束
さ
れ
ま

ナ
。

②
病
気
・
災
害
に
ょ
る
死
亡
か
務

ら
、
傷
害
に
ょ
る
入
院
ま
で
業
上

外
を
問
わ
ず
常
に
保
障
さ
れ
、
ご

加
入
の
手
続
き
も
簡
単
で
t
。

③
税
制
面
で
の
特
典

▼
法
人
の
場
合
▲

法
人
が
役
員
、
従
業
員
の
た
め

に
負
批
し
た
掛
金
は
全
額
損
金
に

算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
役
員
、

従
業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
個
人
事
業
所
の
場
合
'

個
人
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
全
額
必
要
経

費
に
算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
従

業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

⑥
利
益
配
当
金

一
年
ビ
と
に
収
支
計
算
を
お
こ
な

4

(

タツ
 
h

◎
利
率

◎
返
済
期
限

(
ー
ー
ー
ー
ー
ー

年
七
・
0
%

.

.

.

.

.

論
資
金
三
年
以
内
(
六
力
月
据
置
)
、

運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証
も
い

り
ま
せ
ん
J

つ
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
は
配

当
金
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
t
。

.
保
障
の
範
囲
と
月
額
掛
金

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

5
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4
 
4
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そ
の
他
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済
制
度
に
っ
い
て
詳
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こ
と
を
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知
り
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当
所
ま
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だ
さ
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口
ロロ
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ノレームアクセサリー
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1土
最
邦

特許・実用新案・意匠・商標」出願J 審畢lj・鑑定・相談'・侵害事斧・訴訟(奈良商工会議所中小企業相談所顕問7相談日第、木曜日)ダ

田内外国特許事務
地

トル)

内外国

理士
士 蔦

大阪市東区内 橋 30^

ヘコクサイホテル南50メー
屯a 0の941-0702~0704

"翔 10 120 130 140 150ーーー・~、、- 740円11,480円 2,200円 2,960円 3,700円
病気死亡



経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

店
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

ど
ん
な
店
に
も
、
店
と
し
て
の
イ

メ
】
ジ
が
あ
る
も
の
で
す
。
「
あ
ぁ
、

あ
の
店
は
い
つ
も
若
い
女
性
客
で
賑

わ
い
、
活
気
を
お
び
て
い
る
」
と
か

「
あ
の
店
は
中
年
の
男
客
に
人
気
の

あ
る
品
揃
え
を
し
て
い
る
」
な
ど
は

店
の
イ
メ
ー
ジ
作
¥
上
手
に
進
め

て
い
る
お
か
げ
だ
と
い
ぇ
ま
し
ょ

定
多
数
の
お
客
を
相
手
に
す
る
と
い

う
よ
り
も
、
特
定
の
消
費
者
を
相
手

に
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
t
が
、
そ

れ
だ
け
に
店
の
イ
メ
ー
ジ
作
戦
は
き

わ
め
て
大
切
な
と
と
と
な
り
ま
す
。

で
買
い
物
を
H
消
費
者
は
多
く
の
場

合
「
あ
の
店
は
私
の
イ
メ
ー
ジ
に

び
っ
た
り
あ
っ
て
い
る
の
で
、
洋
装

品
関
係
は
あ
の
店
忙
限
っ
て
利
用
し

て
い
る
」
と
か
、
「
あ
の
店
は
品
揃

え
が
気
に
入
ら
な
い
の
で
、
あ
ま
り

訪
れ
な
い
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
や

は
り
イ
メ
ー
ジ
の
大
切
き
を
も
の
が

い
っ
て
い
る
と
い
ぇ
ま
し
ょ
う
。
つ

ま
り
、
お
客
は
た
え
ず
店
の
イ
メ
ー

ジ
を
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

の
評
価
に
と
た
え
る
べ
く
、
店
側
と

し
て
も
努
力
t
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ

れ
が
た
め
に
は
、
お
客
の
好
み
、
買

い
も
の
心
理
な
ど
を
よ
く
研
究
し
て

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
呉
剣
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で

ナ
。消

賓
者
か
ら
愛
顧
さ
れ
る
店
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
・
店
が
ど
ん
な
お
客

を
相
手
に
す
る
の
か
と
い
う
と
と
を

よ
く
考
え
て
、
そ
れ
に
あ
っ
た
よ
う

な
品
揃
え
、
商
品
政
策
を
行
う
よ
う

に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が

消
費
者
か
ら
愛
顧
さ
れ
る
店
の
イ
メ

ー
ジ
づ
く
り
K
つ
な
が
る
と
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
自
店
の
顧
客
層
に

あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
店
舗
構
成
を
t
る
か
と

い
う
こ
と
も
再
検
討
し
た
い
も
の
で

す
。
も
し
、
改
装
す
べ
き
点
が
あ
れ

ぱ
、
資
金
と
み
あ
わ
せ
て
合
理
的
に

効
果
的
に
改
装
を
行
う
と
と
が
賢
明

て
参
考
忙
な
る
と
と
を
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

消
費
者
は
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
店

で
し
ょ
う
。
結
局
消
費
者
の
イ
メ
ー

ジ
に
あ
う
よ
う
に
、
品
揃
え
を
し
た

り
店
舗
椎
成
を
行
う
こ
と
に
努
力
t

る
こ
と
が
火
切
と
い
ぇ
ま
し
ょ
う
。

店
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
す
る
・

い
っ
た
い
ど
ん
な
船
客
を
相
手
に
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な

い
よ
う
な
店
は
顧
客
数
も
ふ
ぇ
ま
せ

ん
。
「
あ
の
店
、
店
内
が
明
る
く
冑

分
の
好
み
に
あ
う
品
が
ゆ
た
か
に
揃

え
ら
れ
、
そ
の
他
り
】
ビ
ス
も
ゆ
き

と
ど
い
て
い
る
の
で
、
買
い
、
の
を

す
る
と
き
は
あ
の
店
に
決
め
て
い

る
」
な
ど
は
、
店
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ

が
鮮
明
に
顧
客
に
結
び
つ
い
て
い
る

か
ら
で
t
。
店
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
と

の
よ
う
一
途
明
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
店
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
で
あ
れ

ぱ
、
そ
れ
だ
け
特
定
の
消
費
者
を
多

く
ひ
き
つ
け
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
結
果
的
に
は
売
り
上
げ
を

ふ
や
t
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

そ
の
他
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
で
の

参
考
点
1
露
店
商
な
ど
不
特
定
多
数

の
客
を
相
手
に
t
る
の
な
ら
別
で
す

が
、
や
は
り
店
舗
を
か
ま
え
て
特
定

の
消
費
者
を
多
く
も
つ
た
め
に
は
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
に
た
え
ナ
貞
<
剣
に
取

り
組
む
と
い
う
と
と
が
大
切
で
、
そ

の
た
め
に
あ
う
ゆ
る
努
力
を
す
る
と

と
を
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
ず
、
仕
入

れ
、
販
売
面
で
の
工
夫
を
一
そ
う
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。

C

△
滞
在
型
旅
行
時
代
は
来
る
の
か

『
日
本
人
の
食
事
の
仕
方
は
二
ワ

ト
リ
み
た
い
だ
」
と
あ
る
ア
メ
リ
カ

人
が
い
っ
九
。
息
つ
く
ひ
ま
も
な
く

十
梦
中
で
つ
い
ば
む
か
ら
だ
と
い
う
。

日
本
人
は
た
し
か
に
せ
っ
か
ち
だ
。

旅
に
出
て
も
同
じ
と
こ
ろ
に
二
泊
す

る
人
は
少
な
い
。
次
か
ら
次
へ
と
渡

り
歩
く
の
が
、
い
い
旅
と
心
得
て
い

る
。そ

し
て
、
や
が
て
旅
行
は
淵
在
型

の
時
代
に
な
る
と
い
わ
れ
て
数
年
、

私
も
、
い
ろ
ん
な
雛
の
新
年
号
に

「
淵
在
型
の
時
代
が
来
る
」
な
ど
と

毎
年
書
い
て
き
た
、
だ
が
、
あ
い
か

わ
ら
ず
ど
の
宿
泊
施
設
も
一
泊
が
多

ゞ
i
 
、

家
庭
料
理
風
で
飽
き
の
と
な
い
ぺ
ン

シ
ョ
ン
に
連
泊
が
多
い
の
も
う
な
ず

ナ
る
。テ

ニ
ス
民
宿
、
乗
馬
民
宿
の
よ
う

に
消
在
さ
せ
る
た
め
の
プ
ラ
ズ
ア
ル

フ
ァ
ー
、
必
要
で
あ
ろ
う
。

△
脱
団
体
、
脱
お
仕
着
せ
の
時
代

C

ヘ

ノ
.

『
ど
と
で
も
い
い
か
ら
ど
と
か
へ

行
き
た
い
」
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た

ラ
ジ
オ
の
旅
行
相
談
番
組
な
ど
に

も
、
と
ぅ
い
う
質
問
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
し
て
旅
行
と
い
ぇ
ば
団
体

旅
行
が
中
心
だ
っ
た
。
修
学
旅
行
を

い
う
考
え
に
な
っ
て
来
た
と
と
も
た

し
か
だ
。
旗
を
立
て
て
行
列
で
行
く

団
体
で
な
く
ク
】
ポ
ン
的
な
も
の
も

興
ざ
め
に
感
じ
る
人
も
ふ
ぇ
て
来

た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
低
し
い
わ
け
だ

ふ
る
さ
と
ム
ー
ド
へ
の
あ
こ
が
れ

手
づ
く
り
へ
の
あ
こ
が
れ
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
鉄
筋
ビ
ル
の
旅
館
K
泊

り
、
冷
凍
の
材
料
を
使
っ
た
冷
え
だ

天
ぷ
ら
な
ん
か
を
食
べ
る
と
と
に
抵

抗
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
も
む
り

は
な
い
。
と
は
い
う
、
の
の
旅
行
業

者
に
は
集
客
し
や
t
い
団
体
旅
行
は

魅
力
だ
し
、
旅
行
者
に
と
っ
て
も
旅

(
旅
行
評
論
家
生
内
玲
子
)

一

7

1
観
光
旅
村
は
ど
ぅ
変
る
ー

、
0

し

6

こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
る

が
、
宿
泊
施
設
の
側
に
も
霍
が
あ

る
。
高
い
料
金
を
払
っ
て
同
じ
宿
に

二
泊
し
て
、
同
じ
よ
う
な
、
の
を
二

日
食
べ
る
の
で
は
か
な
わ
な
い
。
淋

在
さ
せ
た
な
ら
、
ホ
テ
ル
式
に
チ
ヨ

イ
ス
に
す
る
な
ど
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
食
事
の
つ
か
な
い
貸
別
荘
、

C

の
登
場
と
な
る
。
北
海
道
士
産
の
新

手
は
い
ま
ホ
ワ
イ
ト
チ
,
コ
。

そ
れ
で
も
観
光
み
や
げ
の
購
入
は

後
退
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
か
っ
て

は
お
伊
勢
ま
い
り
な
ど
で
も
近
隣
や

親
類
か
ら
お
錢
別
を
羚
く
ら
れ
、
そ

の
代
り
に
赤
福
を
し
と
た
ま
買
っ
て

帰
っ
て
配
っ
た
も
の
だ
。
旅
が
一
般

化
す
る
に
つ
れ
て
お
土
産
の
配
り
先

は
へ
っ
て
来
る
。
し
か
も
運
賃
値
上

げ
な
ど
の
し
わ
よ
せ
は
お
士
産
代
に

く
る
。△

銀
婚
旅
行
を
盛
ん
に
し
て
は
?

旅
行
ブ
ー
ム
と
い
っ
た
っ
て
、
親

子
揃
っ
て
出
掛
け
る
の
は
十
年
ち
ょ

つ
と
。
最
近
は
夫
婦
で
旅
を
楽
し
む

ム
ー
ド
が
出
て
き
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
カ
ン
パ
し
て
、

銀
婚
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
シ
ー
ズ
ン
毎

に
夫
婦
で
旅
を
す
る
の
が
習
慣
に
な

り
ま
し
た
ね
」
と
列
車
の
中
で
出
合

つ
た
中
年
夫
婦
は
照
れ
て
い
た
。

そ
と
で
銀
婚
旅
行
と
い
う
風
習
を

定
着
さ
せ
る
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
だ

し
、
そ
れ
で
な
く
と
も
中
年
の
ア
ベ

ツ
ク
に
旅
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え

は
、
旅
行
老
は
も
っ
と
ふ
ぇ
る
。
い

ま
の
中
年
た
ち
は
趣
味
も
乏
し
く
楽

し
み
方
も
下
手
。
も
っ
て
行
き
方
次

第
で
は
、
有
望
な
旅
行
消
費
者
と
な

る
だ
ろ
う
。

皮
切
り
に
、
職
場
の
慰
安
旅
行
、
町

内
会
の
旅
行
、
会
員
募
集
の
団
体
旅

行
と
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
連
な
っ
て
旅
を
す

る
。
旅
行
業
者
、
輸
送
機
関
、
宿
泊

加
設
な
ど
に
と
っ
て
,
団
体
さ
ん
は

神
さ
ま
,
で
あ
っ
た

だ
が
、
人
々
が
旅
な
れ
て
く
る
に

従
っ
て
団
体
ぱ
な
れ
が
起
き
て
き
た

お
仕
着
せ
は
い
や
、
自
分
の
好
み
に

従
っ
て
選
択
t
る
旅
を
し
た
い
と
思

う
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
の
旅
行
術
を

身
K
つ
け
た
人
も
ふ
ぇ
て
来
た
。
割

高
に
つ
く
が
、
自
分
の
趣
味
に
合
っ

た
旅
が
で
き
れ
ば
そ
の
方
が
い
い
と 、

ー
を
セ
ッ
ト
で
買
う
安
直
さ
は
捨
て
が

た
い
。
選
択
性
も
個
性
、
あ
り
、
そ

れ
で
い
て
便
利
な
ハ
ー
フ
メ
イ
ド
の

旅
の
商
品
が
と
れ
か
ら
伸
び
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

△
曲
り
角
に
来
た
観
光
み
や
げ

「
せ
っ
か
く
買
っ
て
帰
っ
て
も
、

孫
た
ち
は
羊
か
ん
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う

食
べ
な
い
よ
」
と
団
体
旅
行
の
中
年

の
お
ば
さ
ん
方
が
嘆
い
て
い
た
。
ア

ン
コ
嫌
い
、
餅
ぎ
ら
い
の
ヤ
ン
グ
が

ふ
ぇ
た
。
そ
と
で
名
物
の
べ
ス
ト
3

の
羊
か
ん
、
、
な
か
、
ま
ん
じ
ゅ
う

と
並
ん
で
、
ク
ッ
キ
】
、
サ
プ
レ
ー

も
と
多
く
の
店
は

以
下
、
店
の
イ
メ
ー
ジ
作
整
つ
い
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水曜日

法律相談

木曜日特許相談

経理・税務相談 13:00~15.00

金曜日

奈良会議所ニュース

10:00~12●00

金融相談

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けて船ります。
船気軽にビ利用ください。な船利用される
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、

経営の合理化に
トヨタ,の力
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ー
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ー
、
t
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ー
、
ー
、
ー
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ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー

自
助
努
力
時
代
の

'

中
小
小
売
業

'

'

ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
キ
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
、

昭
和
四
十
九
年
の
三
月
か
ら
、
新

し
い
条
境
の
も
と
で
の
競
争
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
十
九
年
の
間
、

存
在
し
?
つ
け
て
き
た
百
貨
店
法
が

廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
大
規

枝
小
売
店
舗
規
制
法
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
だ

つ
と
と
一
力
好
前
に
は
、
中
小
小
売

業
振
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
。
と
の

二
本
の
法
律
は
表
裏
一
体
を
な
t
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
新
し
い
競

争
環
境
の
時
代
に
な
っ
た
と
評
価
さ

れ
る
。
ど
の
よ
う
な
恋
味
に
霜
い
て

で
あ
ろ
う
か
。

強
い
競
争
力
を
持
っ
者
と
、
競
争

力
の
弱
い
者
が
な
に
か
の
勝
負
を
し

よ
う
と
し
た
場
<
口
、
そ
の
ま
ま
闘
っ

た
の
で
は
最
初
か
ら
結
果
は
き
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

な
ん
ら
か
の
形
で
力
の
均
衡
を
図
っ

て
か
ら
競
争
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

そ
の
均
衡
を
図
る
や
り
方
と
し
て

は
、
次
の
二
つ
の
方
法
の
い
十
れ
か

が
採
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
強
い

立
場
の
者
か
ら
い
く
つ
か
の
武
器
を

と
り
あ
げ
て
、
力
を
謝
t
お
い
て

か
ら
闇
わ
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
強
い
立

場
の
者
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、

弱
い
立
場
の
者
に
強
力
な
武
器
を
持

た
せ
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
船
い

て
闘
わ
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る

前
者
の
や
り
方
は
弱
者
の
レ
ベ
ル

0に
強
者
の
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う
消

極
的
な
均
衡
手
段
で
あ
り
、
後
者
の

や
り
方
は
全
体
的
に
競
争
環
境
を
厳

し
く
き
せ
、
行
動
的
な
競
争
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
意
味
に

太
い
て
積
極
的
な
均
衡
手
段
で
あ
る

と
い
え
る
。

百
貨
店
法
と
い
う
法
律
が
あ
っ
だ

時
代
は
、
百
貨
店
業
と
い
う
強
力
な

小
売
企
業
K
、
売
場
面
積
と
か
、
営

業
時
問
と
い
っ
た
強
い
武
器
を
勝
手

に
使
っ
て
は
な
ら
手
、
国
の
許
可
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
や
り
方
が
と
ら

れ
た
。
 
t
な
わ
ち
、
前
者
の
均
衡
手

段
の
時
代
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

れ
が
昭
和
四
十
九
年
の
春
以
来
、
後

者
の
均
衡
手
段
の
時
代
に
入
っ
た
。

許
可
制
を
届
出
制
に
ゆ
る
め
る
と
共

に
、
傘
単
位
の
規
制
を
建
物
単
位

の
規
制
に
修
正
し
、
強
い
小
売
企
業

で
あ
る
百
貨
店
の
競
争
行
動
を
大
幅

に
自
由
に
さ
せ
た
。
し
か
し
、
か
た

わ
ら
、
そ
れ
ま
で
は
百
貨
店
法
の
網

の
目
を
く
ぐ
っ
て
そ
の
規
制
対
象
か

ら
外
さ
れ
て
自
由
な
営
業
を
や
っ
て

来
た
疑
似
百
貨
店
な
ど
も
総
括
的
に

規
制
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
き
た

、た
め
、
む
し
ろ
、
小
売
流
通
の
全
体

か
ら
み
る
と
、
規
制
が
緩
和
さ
れ
て

来
た
と
い
う
よ
り
は
、
厳
し
く
な
っ

て
来
た
と
み
る
向
き
も
あ
る
。
し
か

し
、
と
と
百
貨
店
法
の
延
長
で
考

え
、
法
の
平
等
性
と
い
う
点
で
み
る

限
り
、
緩
和
と
み
る
と
と
が
で
き

る
。
規
劃
ぜ
ゆ
る
め
る
と
同
時
に
、

か
た
わ
ら
、
競
争
力
の
弱
い
中
小
小

売
業
者
に
対
し
て
は
中
小
小
売
業
振

興
法
に
ょ
っ
て
、
強
い
振
興
援
助

を
与
え
よ
う
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ

だ
。
弱
い
者
に
強
い
武
器
を
持
た

、し

せ
て
、
強
い
者
と
の
均
衡
を
図
ろ
う

と
い
う
方
針
に
も
と
づ
い
て
で
あ

る
。具

体
的
な
振
興
策
と
し
て
は
、
①

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
ょ
る
経

営
体
質
の
強
化
②
店
舗
共
同
化
に
ょ

る
店
舗
自
休
の
魅
力
づ
く
り
③
商
店

街
振
興
に
ょ
る
小
売
集
積
効
果
の
増

大
1
を
内
容
と
し
て
、
金
融
援
助
及

び
情
報
援
助
を
与
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
形
で
、
全

体
的
に
競
争
行
動
を
活
発
化
さ
せ
、

競
争
の
成
果
で
あ
る
物
価
の
引
き
下

げ
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
待
し
よ

う
と
い
う
施
策
は
、
消
費
者
。
ハ
ワ
ー

の
高
ま
る
今
日
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に

.
一
盟
.
、
=
:
.
、
ー
:
:
■
冨
■
:
.
J
、
』
:
:
冨
一
一
一
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:
,
ノ
ロ
:
'
ι
1
:
」
;
と
/
:
.
一
軍
』
:
:
.
、
/
ー

、
て

寒
至
饒

当
を
得
た
と
と
と
考
え
ら
れ
る
。
と

の
よ
う
な
体
制
の
中
で
の
中
小
小
売

業
に
は
、
「
自
ら
努
力
t
る
者
に
は

多
く
の
支
援
が
与
え
ら
れ
発
展
の
み

ち
が
拓
け
る
が
、
努
力
の
な
い
者
に

は
厳
し
い
競
争
環
境
が
お
し
よ
せ
る

だ
け
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
無
気
力

な
小
売
業
は
早
晩
、
や
っ
て
い
け
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
環
境
が
提

供
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
九
年
後
半
来
の
不
況
の

中
で
、
弱
い
中
小
小
売
業
者
の
問
か

ら
、
大
余
の
進
出
を
お
さ
え
、
自

分
た
ち
の
事
業
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
政
治
運
動
が
わ
き
羚
こ
り
、
大

規
模
尖
店
舗
規
制
法
の
運
用
を
厳

し
く
せ
よ
、
と
の
要
求
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
中
に

は
、
自
ら
大
傘
の
進
出
を
チ
ー

ク
t
る
施
策
を
と
り
始
め
て
も
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
不
況

下
の
シ
ェ
ア
争
い
に
ょ
る
犠
牲
を
最

小
限
に
t
る
た
め
、
暫
定
的
な
時
限

規
制
は
必
要
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

基
本
方
向
は
土
俵
の
中
で
の
競
争
活

発
化
の
方
向
譯
あ
る
と
い
っ
て
ょ

碁
百

経
営
で
あ
っ
て
も
堂
々
と
な
り
た
っ

て
い
き
う
る
経
営
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
現
に
、
魚
屋
さ
ん
に
お
い
て

も
八
百
屋
さ
ん
に
お
い
て
も
、
フ
ァ

ツ

シ
ョ
ン
専
門
店
に
お
い
て
も
、
少

し
も
大
型
店
を
と
わ
が
ら
ず
に
、
逆

に
そ
れ
の
力
を
利
用
し
て
や
っ
て
い

る
中
小
小
売
店
が
数
多
く
現
わ
れ
て

来
て
い
る
。

自
ら
努
力
し
、
努
力
の
中
で
限
界

に
な
る
部
分
を
国
や
自
治
体
の
支
援

に
頼
り
、
本
当
に
消
費
者
が
求
め
て

い
る
店
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
い

ま
中
小
尖
業
に
と
っ
て
必
要
な
の

え
レ
で
グ

,

.

.

」畷
む
制
、
、
カ

一

.

J

羨
、
々
小

一

.

」

;

J

J釧
1

,

゛

一

゛

.

一
宅
口

゛

一
ゞ
玉

,

当
所
小
売
部
会
・
岡
本
栄
一
部
会

長
・
で
は
、
と
の
娃
ど
歳
末
大
売
出

し
招
待
の
一
環
と
し
て
お
伊
勢
さ
ん

初
詣
を
実
施
し
た
。

と
の
お
伊
勢
さ
ん
招
待
は
、
市
内

商
店
街
の
顧
客
の
皆
さ
ん
池
日
頃
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
い
ま
中
小
小

売
業
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
流
通

に
関
t
る
勉
強
で
あ
り
、
経
営
に
関

す
る
研
究
で
あ
り
、
実
地
に
お
け
る

習
熟
で
あ
る
。
自
ら
の
研
究
心
、
実

行
力
こ
そ
新
し
い
環
境
へ
の
可
能
性

を
拓
い
て
く
れ
る
力
と
い
ぇ
る
。
そ

れ
を
自
分
の
経
営
規
椣
や
、
体
質
の

中
で
、
自
分
の
も
の
に
消
化
し
得
て

い
る
店
主
が
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
.
ナ
ル

小
売
商
な
の
だ
。

可
*
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、
、

裁羊
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.
、
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三
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:
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=
,
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:
冨
冒
:
:
キ

、
.
ノ

感
謝
の
意
を
込
め
て
実
施
さ
れ
た
も

の
。当

日
は
、
招
待
老
二
三
七
名
が
参

外
宮
・
内
宮
等
を
参
拝
、
よ
り

Ⅱ
、
力よ

き
年
忙
と
祈
願
し
つ
つ
、
無
事
日

程
を
終
了
し
た
。

、
0

し

.

J

、

一

こ
の
施
策
の
底
流
を
よ
く
み
き
わ

め
る
と
共
に
、
消
費
者
が
、
い
ま
や

単
純
に
大
型
店
を
求
め
て
い
る
の
で

は
な
く
、
多
様
な
小
売
形
態
を
求

め
、
個
性
を
追
い
か
け
て
い
る
の
だ

と
い
う
動
向
に
着
昇
し
て
、
小
規
模

f
、

第
九
回
竹
柏
句
会
入
選
作

ノ

芋

一

工
●
一
冒

寝
の
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題
1

、
1
税
金
が
一
局
く
結
婚
を
延
期
?
ー

一協
協
学

"
゛

巳
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1
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
1

山
中
山
木
選

流
通
問
題
研
究
協
会
専
務
理
亭

三
浦
功

一

そ
ゞ
ろ
行
き
又
ふ
り
か
へ
る
夕
紅
葉

評
ゆ
っ
く
り
く
歩
る
き
何
と
な
く
今
み
て
き
た
紅
葉
が
気
に

な
る
。
ま
だ
日
が
の
こ
り
美
し
い
の
で
名
ビ
リ
お
し
い
感
情

詩
情
誕
く
よ
ろ
し
い
句

こ
れ
は
、
一
九
五
八
年
に
イ
ギ
リ

ス
下
院
の
あ
る
議
員
が
、
議
会
が
減

税
を
要
求
し
て
紹
介
し
た
同
国
の
高

い
税
金
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

年
に
一
万
四
千
ド
ル
稼
ぐ
技
師
が

年
収
四
千
二
百
ド
ル
の
女
流
作
家
に

恋
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は

愛
し
合
い
な
が
ら
も
結
婚
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
い
う
の
、
、
結
婚
す
れ
ぱ
所
得

税
を
合
卸
し
て
計
算
さ
れ
、
別
々
で

い
る
と
き
ょ
り
、
年
に
一
千
五
百
ド

ル
も
税
金
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

そ
と
で
、
二
人
は
契
約
を
交
わ
し

女
性
は
年
四
千
二
百
ド
ル
で
男
性
に

雇
わ
れ
る
と
と
に
し
た
の
で
t
。
そ

の
結
果
、
女
性
の
所
得
が
増
え
、

反
対
に
男
性
の
所
得
が
減
少
し
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
累
進
課
税
を
採

用
し
て
い
ま
す
か
ら
、
婚
約
前
よ
り三

七
名
が
参
加

8

一
.
冨
一

お
好
み
呉
服

石
庭
に
黒
竹
凍
々
し
霜
の
朝

評
季
語
は
霜
で
あ
る
。
黒
竹
の
き
び
し
き
と
突
ゐ
き
び
し
さ
が

よ
く
出
て
い
て
ょ
ろ
し
い
句

茂
戸

9

f
ミ ノ

霧
の
中
木
津
川
ゆ
る
く
曲
る
な
り

評
ぽ
】
つ
と
し
た
霧
の
中
で
ゆ
る
く
曲
る
な
り
の
表
現
は
や
わ

ら
か
で
ょ
ろ
し
い
素
直
な
句

一

奈
良
西
寺
林
商
店
街

φ
1
2
3
1
1
代

=
』
:
:
ー
.
ナ
ー
事
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:
:
ー
=
/
r
三
.
一
:
:
:
電
:
:
=
冨
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:
.
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ナ
ニ
ニ
ー
:
:
'
■
、

約
五
百
ド
ル
の
税
金
が
浮
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
一
年
後
、
め
で
た
く
双
子

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
と
で
、
二
人

は
信
託
契
約
を
通
じ
て
子
供
た
ち
に

毎
年
七
百
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
に
し

税
金
を
二
百
五
十
ド
ル
以
上
減
額
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
税

金
の
払
戻
し
が
五
百
八
十
ハ
ド
ル
も

あ
っ
た
の
で
t
。

と
ぅ
し
て
安
く
な
っ
た
税
金
を
会

計
t
る
と
三
千
ド
ル
近
く
に
も
な
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
子
供
が
二
十
歳

に
な
る
ま
で
に
五
万
六
千
ド
ル
の
貯

金
が
で
き
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
子
供
に
渡
し
た
後
、
初
め
て
自

分
た
ち
が
、
天
下
晴
れ
て
め
で
た
く

結
婚
し
よ
う
と
い
う
の
が
二
人
の
綿

密
な
家
庭
設
計
な
の
で
す
。
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宝
黒
板
製
作
所

品
質
で
勝
負

嵳
時
代
の
?
き
あ
い
、
と
の
前

で
立
た
さ
れ
た
思
い
出
の
あ
る
向
き

も
1
宝
黒
板
製
作
所
は
屋
号
の
示

す
逝
の
黒
板
の
メ
ー
カ
ー
。

事
業
を
始
め
て
七
年
。
元
来
、
農

が
年
季
の
要
る
手
仕
事
。
特

に
、
黒
板
の
生
命
と
も
言
う

べ
き
,
書
き
易
く
、
消
え
易

と
い
う
点
を
克
服
す
る

い
゛

た
め
言
わ
ゆ
る
職
人
気
質
が

,
了
ψ
、
、
ザ
ん
'
冒
、

ノ
゛
卓
、
-
 
L
 
,
訊
生
"
'
.

必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

最
近
は
ス
チ
ー
ル
製
の
黒
板
が
出

回
っ
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し
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と
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あ
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で
な
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を
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で
あ
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売
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も
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今

の
よ
う
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派
手
さ
は
な
く
や
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も
白

黒
で
あ
っ
た
。
し
か
し
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旅
情
を
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る
手
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と
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だ
っ
た
わ
け
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方
で
は
な
い
が
、
黒
板
一
つ
作
る
に

も
お
ろ
そ
か
に
し
た
く
な
い
と
い
う

気
持
は
変
わ
ら
な
い
で
す
よ
。

」
と
話
t
福
村
さ
ん
で
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今
で
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お
宅
の
品
物
で
な
き
ゃ
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と

い
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取
引
先
が
多
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と
い
う
。
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福
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さ
ん
。
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の
本
質
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見
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出
せ
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事
業
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の
姿
が
と
と
に
あ
っ
た
。
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蘇
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ゆ
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た
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と
抱
負
を
語
る
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「
奈
良
へ
い
っ
て
良
か
っ
た

」
こ
の
貴
重
な
思
い
出
を
い
つ
ま

で
、
呼
び
起
こ
す
絵
は
が
き
、
食
物

や
工
篇
に
な
い
魅
力
を
も
つ
絵
は

が
き
、
襖
光
の
一
端
を
荷
う
同
社
に

期
待
し
よ
う
。
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